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[はじめに] 飲酒運転防止車載センサ開発に当たり、飲酒後の光電脈波(PPG)信号解析に対するｽﾍﾟｸﾄﾙ
強度比領域(SIRZ) 精度の向上が課題とされている[1]。今回、微分光電脈波(DPG)信号の自己相関関

数のフーリエスペクトルを用いる事で新たなｽﾍﾟｸﾄﾙ強度比領域(SIRZ)を定義出来ることが分かった。また、

従来法から得られるｽﾍﾟｸﾄﾙ強度比領域(SIRZ)[1]と提案法のｽﾍﾟｸﾄﾙ強度比領域(SIRZ)の両方に飲酒後

のデータのみが重複して集まる傾向があることを利用する事で飲酒検知精度が向上した事を報告する。 

[実験方法、結果] 平常時、飲酒時、喫煙時、運動時における指で計測した PPG 波形において従
来法[1]による解析に加え、PPG信号の時間差分を実行する事で微分脈波を算出し、その微分信号
の自己相関関数を計算した後、FFT処理し[2]、FFT ｽﾍﾟｸﾄﾙ強度分布を作成する解析法について比
較評価を行った。光源には赤外 LED(λ∼935nm)を用いた。ｱﾙｺｰﾙ摂取、喫煙、運動条件はこれまで
の報告[1,2]と同じである。図１に従来法[1]を用いた場合のｽﾍﾟｸﾄﾙ強度比分布を示す。図１に示さ
れる様に従来法ではｽﾍﾟｸﾄﾙ強度比領域(SIRZ)[1]内に飲酒以外のデータが含まれる。飲酒条件がｽﾍﾟｸ
ﾄﾙ強度比領域(SIRZ)[1]に含まれる確率は、60%程度である。また、図２に今回提案の解析法を用いた場

合のｽﾍﾟｸﾄﾙ強度比分布を示す。今回の方法を用いた場合にも、相関関数スペクトルを利用するこ
とで従来法[1]と同様にｽﾍﾟｸﾄﾙ強度比領域(SIRZ)[1]を定義できることが分かった。従来法と比較すると、

飲酒条件でのデータがｽﾍﾟｸﾄﾙ強度比領域(SIRZ)[1]に集まる傾向は強まりその確率は 70%程度であるが

依然として飲酒以外のデータも含まれてしまう。しかし、従来法[1]と今回の提案法とを用いた場合、全デ

ータ中、両方のｽﾍﾟｸﾄﾙ強度比領域(SIRZ)[1]に重複して含まれる飲酒データ点を抽出すると、飲酒状態

のみを検出できる確率は 80%程度まで向上する事が分かった。 
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図 12 従来法によるスペクトル強度比分布 
 図 2 提案法を用いた場合のスペクトル強度比分布
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  図 1 従来法を用いた場合のスペクトル強度比分布
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